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Ⅰ 台風の発生数等 
 

１ 台風の発生、接近、上陸、経路 
30 年間(1991 年(平成 3 年)～2020 年(令和 2 年))の平均では、年間で約 25 個の台風が発生し、約 12 個

の台風が日本から 300 km 以内に接近し、約 3 個が日本に上陸している。発生・接近・上陸ともに、7 月か
ら 10 月にかけて最も多くなる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風は、春先は低緯度で発生し、西に進んでフィリピン方面に向かうが、夏になると発生する緯度が高
くなり、下図のように太平洋高気圧のまわりを回って日本に向かって北上する台風が多くなる。8 月は発
生数では年間で一番多い月だが、台風を流す上空の風がまだ弱いために台風は不安定な経路をとることが
多く、9 月以降になると南海上から放物線を描くように日本付近を通るようになる。このとき秋雨前線の
活動を活発にして大雨を降らせることがある。室戸台風、伊勢湾台風など過去に日本に大きな災害をもた
らした台風の多くは 9 月にこの経路をとっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  台風の月別の主な経路 

(実線は主な経路、破線はそれに準ずる経路) 
 

台風の寿命(台風の発生から熱帯低気圧または温帯低気圧に変わるまでの期間)は 30 年間(1991(平成 3
年)～2020 年(令和 2 年))の平均で 5.2 日だが、中には 1986 年(昭和 61 年)台風第 14 号の 19.25 日という
長寿記録もある。長寿台風は夏に多く、不規則な経路をとる傾向がある。 
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２ 台風の平年値 
台風の発生数、接近数、上陸数の月別平年値は次のとおり。 
 
 
 
 
 

 ＊平年値は、(1991 年(平成 3 年)～2020 年(令和 2 年))の 30 年平均 

＊日本への接近は 2 ヶ月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致しない。 

         ＊台風の中心がいずれかの気象官署から 300km 以内に入った場合を「日本に接近した台風」としている。 

 
３ 台風発生数・接近数・上陸数 
（１）過去 10 年間(2011 年(平成 23 年)から 2020 年（令和 2 年）における台風発生数(気象庁 HP から) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）過去 10 年間(2011 年(平成 23 年)から 2020 年（令和 2 年）における台風接近数(気象庁 HP から) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊接近は 2 ヶ月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数とは必ずしも一致しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年 間 

発生数 0.3 0.3 0.3 0.6 1.0 1.7 3.7 5.7 5.0 3.4 2.2 1.0 25.1 

接近数    0.2 0.7 0.8 2.1 3.3 3.3 1.7 0.5 0.1 11.7 

上陸数     0.0 0.2 0.6 0.9 1.0 0.3   3.0 

年 1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 年間 

2011(H23)     2 3 4 3 7 1  1 21 

2012(H24)   1  1 4 4 5 3 5 1 1 25 

2013(H25) 1 1    4 3 6 7 7 2  31 

2014(H26) 2 1  2  2 5 1 5 2 1 2 23 

2015(H27) 1 1 2 1 2 2 3 4 5 4 1 1 27 

2016(H28)       4 7 7 4 3 1 26 

2017(H29)    1  1 8 5 4 3 3 2 27 

2018(H30) 1 1 1   4 5 9 4 1 3  29 

2019(R1) 1 1    1 4 5 6 4 6 1 29 

2020(R2)     1 1  8 3 6 3 1 23 

年 1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 年間 

2011(H23)     2 1 1 2 4 
 

 
 

9 

2012(H24)   
 

 1 3 3 6 3 4 
  

17 

2013(H25) 
  

   2 1 2 4 6 
 

 14 

2014(H26) 
  

 
 

 2 3 2 3 2 1 
 

12 

2015(H27) 
    

2 
 

3 4 4 
 

1 
 

14 

2016(H28)       1 5 4 1 
  

11 

2017(H29)    
 

 
 

4 2 2 2 
  

8 

2018(H30) 
   

  2 4 7 2 2 1  16 

2019(R1) 
  

   1 2 3 5 4 1 
 

15 

2020(R2)     
  

 4 3 1 
  

7 
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（３）過去 10 年間(2011 年(平成 23 年)から 2020 年（令和 2 年）における台風上陸数(気象庁 HP から) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 年間 

2011(H23)     
  

1 
 

2 
 

 
 

3 

2012(H24)   
 

 
 

1 
  

1 
   

2 

2013(H25) 
  

   
   

2 
  

 2 

2014(H26) 
  

 
 

 
 

1 1 
 

2 
  

4 

2015(H27) 
      

2 1 1 
   

4 

2016(H28)       
 

4 2 
   

6 

2017(H29)    
 

 
 

1 1 1 1 
  

4 

2018(H30) 
   

  
 

1 2 2 
  

 5 

2019(R1) 
  

   
 

1 2 1 1 
  

5 

2020(R2)     
  

 
     

0 
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Ⅱ 台風に起因する船舶海難事故 
 

１ 過去 10 年間(2011 年(平成 23 年)～2020(令和 2 年))に九州に接近した台風数(気象庁 HP から) 
 

九州北部地方(山口県を含む)に接近した台風数(2011 年(平成 23 年)～2020 年(令和 2 年)) 
 

 

年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合 計 

2011(H23)     2  1  1    4 

2012(H24)      1 1 2 2    6 

2013(H25)      1   1 1   3 

2014(H26)       1 1  2   4 

2015(H27)     1  2 1     4 

2016(H28)         2 1   3 

2017(H29)       1 1 1 1   4 

2018(H30)       2 4 2 1   8 

2019(R1)      1  2 1 1   5 

2020(R2)        1 2    3 

    ＊台風接近数は、台風の中心が山口県、福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、熊本県のいずれかの気象官署等から 300 ㎞以内に入っ

た場合を「九州北部（山口県を含む）に接近した台風」としている。 

    ＊接近は、2 ヶ月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の合計数は必ずしも一致しない。 

 
九州南部(種子島・屋久島地方含む)に接近した台風数(2011 年(平成 23 年)～2020 年(令和 2 年)) 

    
    
    
    
    
    
    

年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合 計 

2011(H23)     2  1  3    6 

2012(H24)      1  1 2    4 

2013(H25)         1 2   3 

2014(H26)      1 1 1  2   5 

2015(H27)     1  2 1     4 

2016(H28)        1 3    4 

2017(H29)       1 1 1 1   4 

2018(H30)      1 2 4 2    8 

2019(R1)      1  2 1 1   5 

2020(R2)        1 2 1   4 

    ＊台風接近数は、台風の中心が宮崎県、鹿児島県の薩摩地方、大隅地方、種子島・屋久島地方のいずれかの気象官署等から 300ｋ

ｍ以内に入った場合を「九州南部に接近した台風」としている。 

＊接近は、2 ヶ月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の合計数は必ずしも一致しない。 

 
奄美地方に接近した台風数(2011 年(平成 23 年)～2020 年(令和 2 年)) 

    
    
    
    
    
    
    

年 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合 計 

2011(H23)     2   1 2    5 

2012(H24)      2 1 3 2 1   9 
2013(H25)         1 2   3 

2014(H26)      2 2 2 1 2   8 
2015(H27)     1  1 1     3 

2016(H28)         3 1   4 

2017(H29)        1 1 1   3 
2018(H30)      1 3 4 1 1   9 

2019(R1)          1   1 
2020(R2)        3 2    4 

    ＊台風接近数は、台風の中心が鹿児島県の奄美地方のいずれかの気象官署から 300ｋｍ以内に入った場合を「奄美地方に接近した

台風」としている。 
＊接近は、2 ヶ月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の合計数は必ずしも一致しない。 
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２ 過去 10 年間の台風による海難発生状況 
       南九州(熊本県・宮崎県・鹿児島県)における台風による船舶海難(小型漁船及びプレジャーボートを除

く。）は、過去 10 年間で 9 隻発生している。このうち 2020 年(令和 2 年)の運航不能海難では、その後横
波を受け転覆し乗組員 43 名中 41 名が行方不明となる海難が発生している。 

 
海難発生状況表(2011 年(平成 23 年)～2020 年(令和 2 年)) 

年 台風の概要 海難種別(隻数) 船種(隻数) 

2012(H24) 
台風 11 号(8.7) 
台風 16 号(9.16) 

浸水(1) 
運航不能(1) 

タグボート(1) 
貨物船(1) 

2013(H25) 台風 17 号(9.3) 運航不能(2) 
台船(1) 

作業船(1) 

2018(H30) 台風 24 号(9.30) 乗揚(1) 油回収船(1) 

2019(R1) 台風 17 号(9.22) 
運航不能(1) 

衝突(2) 
台船(1) 
官船(2) 

2020(R2) 台風 9 号(9.2) 運航不能(1) 貨物船(1) 

 
３ 南九州(熊本県・宮崎県・鹿児島県)における過去の主な海難事例 
（１）1993 年(平成 5 年) 台風 6 号による海難事例 

① 転覆沈没海難 
         1993 年(平成 5 年)7 月 29 日 05:17、奄美大島の北東沖合(N28-58 E130-25)をマレーシアから名古屋向

け航行中のパナマ国籍貨物船(3,903G/T、ラワン材 1,345 本)が台風の影響で荷崩れを起こし左舷へ 20
度傾斜し航行困難となり、乗組員 20 名は救命筏で退船するも 1 名死亡、1 名行方不明。船体は 5 日後に
沈没した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風 6 号経路図               海難発生位置図 
 

【台風 6 号の概要】 
      発生日時 1993(H5)-07-28 06:00:00(UTC) 
      消滅日時 1993(H5)-07-30 12:00:00(UTC) 
      最低気圧 975hPa 

最大風速 60knots 
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（２）1993 年(平成 5 年) 台風 7 号による海難事例 
① 走錨衝突海難 

        1993 年(平成 5 年)8 月 9 日 08:40、台湾国籍貨物船(4,999G/T、木材)は、台風 7 号接近に伴い、奄美
大島薩川湾に双錨泊、レーダ、機関を使用して保船を行っていたところ、東からの強風の連吹により圧
流、走錨し操船不能状態となり、風下に錨泊していた他船舶に衝突、付近の筏ロープを推進器に絡ませ
た。 

    ② 走錨乗揚海難 
         1993 年(平成 5 年)8 月 9 日 13:00、日本国籍貨物船(2,606G/T、車両）は、古仁屋港内で右舷錨鎖 5 節、

左舷錨鎖 7 節半の二錨鎖で避泊中、走錨を始めたことから機関、錨鎖を操作するも走錨を止めることが
出来ず、風下に錨泊していた他船舶に衝突した。 

   ③ 走錨乗揚海難 
         1993 年(平成 5 年)8 月 9 日 13:00、ホンジュラス国籍貨物船(519G/T、空荷）は、台湾から韓国向け航

行中、台風 7 号を避泊するため悪石島のやすら浜港外に避泊したが、走錨により港内方向に圧流された
ため、岸壁への着岸係留を試みたものの作業困難のため作業を断念。乗組員は岸壁に退船。無人となっ
た該船は港口に座礁した。 

     ④ 走錨岸壁衝突海難 
         1993 年(平成 5 年)8 月 9 日 01:00、インド国籍貨物船(13,504G/T、鋼板）は、名古屋港からシンガポ

ール向け航行中、台風避泊のため志布志湾に緊急入域。双錨泊にて避泊中、右舷錨鎖が切断したため機
関を使用し保船に努めたが、走錨し沖防波堤に衝突。左舷外板に破口を生じ 3 番及び 4 番船倉が浸水し
た。 

 
                                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 7 号経路図                海難発生位置図 
 

【台風 7 号の概要】 
発生日時 1993(H5)-08-02 06:00:00(UTC)  
消滅日時 1993(H5)-08-11 09:00:00(UTC) 
最低気圧 940hPa 
最大風速 85knots 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 
② 

④ 

③ 
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（３）1993 年(平成 5 年) 台風 13 号による海難事例 
  ① 走錨乗揚海難 

         1993 年(平成 5 年)9 月 3 日 16:50、フィリピン国籍貨物船(4,396G/T、ラワン材 1,992 本）は、マレー
シアから石巻向け航行中、台風避泊のため志布志湾に緊急入域し、避泊地を選定中、積載していた木材
が流出、強風に圧流され海岸に座礁、機関室が浸水した。 

     ② 走錨乗揚海難 
         1993 年(平成 5 年)9 月 3 日 18:15、パナマ国籍貨物船(3,980G/T、雑貨)は、台風避泊のため鹿児島湾

内高須沖で左舷単錨泊中走錨したため、機関を使用して揚錨作業を試みるも、強風に圧流され乗揚擱座
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 13 号経路図              海難発生位置図 
 

【台風 13 号の概要】 
発生日時 1993(H5)-08-30 00:00:00(UTC)  

      消滅日時 1993(H5)-09-04 12:00:00(UTC) 
      最低気圧 925hPa 
      最大風速 95knots 
 

（４）1995 年(平成 7 年) 台風 3 号による海難事例 
① 転覆沈没海難 

         1995年(平成7年)7月23日05:00、中国から横浜向け航行中のキングストン国籍コンテナ船(4,606G/T)
は、左舷からの波の打ち込みにより発電機・主機関が停止後、横倒しとなり沈没した（死亡者等:6 名）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 3 号経路図               海難発生位置図 
 

【台風 3 号の経路等】 
      発生日時 1995(H7)-07-17 12:00:00(UTC)  
      消滅日時 1995(H7)-07-24 12:00:00(UTC)  
      最低気圧 950hPa 

最大風速 75knots 

② 

① 
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（５）1996 年(平成 8 年) 台風 12 号による海難事例 
① 岸壁衝突海難 

         1996(平成 8年)年 8 月 14 日 01:30、日本国籍練習船(860G/T)は、定係地での避難が安全であると判断
し、岸壁に増しもやいを取り横付け避泊中、風波が強まりスラスター・機関の使用により岸壁への接触
を防いでいたが風圧に対応しきれなくなり、タグボートに引き離しを依頼したものの実施できず、外板
及び岸壁を損傷した。 

      ② 走錨衝突海難 
         1996(平成 8年)年 8 月 14 日 06:45、日本国籍漁船(499G/T)は、袴腰沖で右 6 節錨泊中、走錨を始めた

ことから、揚錨のうえ航走を開始したが、鹿児島港東防波堤中央部に左舷外板を衝突させ機関室が浸水
した。 

      ③ 走錨乗揚海難 
         パナマ国籍貨物船(6,788G/T)は、鹿児島湾(N31-32.6 E130-35.1)で錨泊中、走錨して乗揚げた。 
     ④ 走錨乗揚海難 
         パナマ国籍貨物船(4,340G/T)は、鹿児島木材港で錨泊中、走錨して乗揚げた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 12 号経路図                  海難発生位置図 
 

【台風 12 号の経路等】 
         発生日時 1996(H8)-08-05 18:00:00(UTC)  
      消滅日時 1996(H8)-08-16 00:00:00(UTC) 
      最低気圧 955hPa 
      最大風速 75knots 
 

（６）1997 年(平成 9 年) 台風 13 号による海難事例 
① 浸水沈没海難 

         1997 年(平成 9 年)8 月 19 日 08:00、パナマ国籍貨物船(6,338G/T)は、パプアニューギニアから韓国向
け航行中、台風による荒天下の東シナ海において浸水・沈没した。2 名死亡、4 名行方不明。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 13 号経路図                  海難発生位置図 
 

【台風 13 号の概要】 
      発生日時 1997(H9)-08-09 12:00:00(UTC) 
       消滅日時 1997(H9)-08-20 00:00:00(UTC) 
       最低気圧 915hPa 
       最大風速 100knots  

① 

② 
③ 

④ 
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（７）1997 年(平成 9 年) 台風 19 号による海難事例 
① 衝突乗揚海難 

         1997 年(平成 9 年)9 月 16 日 07:20、パナマ国籍貨物船(2,425G/T)は、北朝鮮から坂出向け航行中のと
ころ、志布志湾に緊急入域して錨泊中、走錨を始めたことから機関を起動し保船に努めたが付近海岸に
乗揚げた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               台風 19 号経路図                 海難発生位置図 
 

【台風 19 号の概要】 
発生日時 1997(H9)-09-04 00:00:00(UTC) 
消滅日時 1997(H9)-09-16 21:00:00(UTC) 
最低気圧 915hPa 
最大風速 100knots 

 
（８）1999 年(平成 11 年) 台風 18 号による海難事例 

① 走錨乗揚海難 
1999 年(平成 11 年)9 月 24 日 01:59、パナマ国籍貨物船(1,788G/T)は、鹿児島港谷山港沖にて錨泊避

難していたが、走錨を始めたことから、転錨中、強風に圧流された木材港護岸に乗揚、機関室が浸水、
油が流出した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 18 号経路図                        海難発生位置図 
 

【台風 18 号の概要】 
発生日時 1999(H11)-09-19 00:00:00(UTC) 
消滅日時 1999(H11)-09-25 03:00:00(UTC) 
最低気圧 930hPa 

        最大風速 90knots 
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（９）2002 年(平成 14 年) 台風 9 号による海難事例 
① 乗揚海難 

         パナマ船籍貨物船(36,080G/T、トウモロコシ 57,474 トン積載)は、米国ニューオリンズを出港、2002
年(平成 14 年)7 月 2 日 01:06 志布志湾に到着、着岸時間調整のため同湾内にて錨泊後、22 日 06：24 抜
錨、07:36 志布志港内岸壁に着岸、荷役を開始した。 

         志布志港台風対策委員会から台風 9 号接近に伴い、23 日 15:00 第一警戒態勢が発令されたため、24
日 09:10 荷揚げを中断し 10:40 離岸し、志布港外向け出港、鹿児島湾に避難することとしていたが、台
風接近まで時間的余裕があったことから、鹿児島湾に直航せず 11:30 志布志湾(水深 25m、底質砂の地点)
に右舷錨を投じ、錨鎖 6 節を水際まで伸出して錨泊していたところ、25 日 21:15 船尾が水深約 10m の海
底に乗揚げた後、強風と波浪により海岸近くまで打ち寄せられ、船体中央部から折損した。 

     その後、救命艇に移乗するも強風・波浪により救命艇が危険な状況となったことから、全員船外に脱
出、その結果乗組員 19 名の内 15 名が付近海岸に泳ぎ着いたものの、4 名が死亡した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 9 号経路図                     海難発生位置図 
 

【台風 9 号の概要】 
発生日時 2002(H14)-07-14 00:00:00(UTC)  
消滅日時 2002(H14)-07-27 12:00:00(UTC) 
最低気圧 920hPa 
最大風速 100knots 
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(参考:海難審判庁裁決) 
貨物船 C 乗揚事件(要約) 

      2003 年(平成 15 年)6 月 17 日 門司地方海難審判庁裁決 
      概 要：2002年(平成14年)台風第9号が接近する状況下の鹿児島県志布志湾において､ 錨泊中のC(総

トン数(36,080 トン)が、強風と波浪により走錨し、7 月 25 日 21 時 15 分志布志港南防波堤灯
台から 238 度 1.9 海里の地点に乗り揚げた。 

     原 因:台風避難にあたり、錨地の選定が不適切で、台風の影響が少ない海域に避難する措置をとらな
かった。 

     損傷等:船体中央部が折損(全損)、燃料油及び積荷のとうもろこしの一部が流出、乗組員 4 人が死亡 5
人重軽傷。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     船体の移動状況図 
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  （10）2012 年(平成 24 年) 台風 16 号による海難事例 
   ① 漂流海難 

2012 年(平成 24 年)9 月 16 日 06:14、鹿児島県十島村所在の中之島東方海域を航行中のパナマ籍貨物
船(4,724 トン)は、主機シリンダを修理するため鹿児島湾への緊急入域を申請し、同湾向け微速で航行
していたところ、強風高波のため、船首を鹿児島湾向け保持することが出来ず荒天難航となり、海上保
安庁に救助を求めた。主機 5 気筒のうち 1 筒(No.2 シリンダ)のピストンリング 4 本が折損し、減筒運転
で微速航行は可能であったが、台風の影響で荒天難航となったものである。巡視船が 16 日 18:00、該船
と会合し、台風接近による荒天下、22:00 までの間、6 回に渡り曳航索を渡す作業を試みるも、暴風、高
波などの影響により、導索、曳航索を引き込むことが出来なかったため、微速航行で陸岸への乗揚防止
を行いながら天候回復を待った。17 日 12:00 までに、長崎県野母埼南方海域に圧流されたが、天候回復
後、、巡視船伴走警戒のもと、長崎県橘湾向け自力航行を開始し、15:25、N32-40.9 E130-03.0 に錨泊
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      
 
 
 
 
 
 
 
 

海難発生位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 16 号経路図 
 

【台風 16 号の概要】 
発生日時 2012(H24)-09-11 00:00:00(UTC) 
消滅日時 2012(H24)-09-18 00:00:00(UTC) 
最低気圧 900hPa 
最大風速 110knots 
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（11）2013 年(平成 25 年) 台風 17 号による海難事例 
   ① 漂流海難 
     2013年(平成25年)9月 3日 16:00、作業船(19トン)は台船を曳航し鹿児島県三島村竹島港を出港した。

山川向け回航中の 20:40、予想よりも早い台風の接近による海上荒天のなか、佐多岬西方約 10 海里付近
において、右舷機の回転が徐々に低下したため、クラッチを中立とし、右舷機の燃料ポンプを 20 から
30 回突き燃料系統の空気抜きを実施、再び航走を開始したが、その直後に左舷機の回転数が同様に落ち
始めたので、右舷機同様に空気抜きを実施したが、復旧に至らず保針困難な状況に陥った。作業船は荒
天のため、左舷側に傾き始め、転覆の危険を感じたことから 118 番通報した。救助要請後、作業船は台
船と繋いであった曳航索に引っ張られる状態に陥り、船尾甲板上が冠水状態となったことから転覆等を
避けるため曳航索を切断、切り離した。台船は漂流状態となったが、4 日 00:55 現場到着した巡視船が、
曳航準備作業を開始、01:44 曳航を開始し、09:57 別の作業船に曳航を引き継ぎ、12:50、鹿児島港岸壁
に着岸した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 17 号経路図                  海難発生位置図 
 

【台風 17 号の概要】 
発生日時 2013(H25)-09-01 18:00:00(UTC)  
消滅日時 2013(H25)-09-04 00:00:00(UTC) 
最低気圧 985hPa 
最大風速 50knots 

 
  （12）2019 年(令和元年) 台風 17 号による海難事例 
   ① 係留索切断、他船への衝突海難 

台船は、台風 17 号接近に伴い、数日前から船首部から岸壁へ 3 本の係留索、右舷側からも岸壁へ 1 本
係留索をとり、船尾からはケッチアンカーを2本投入し係留していた。2019年(令和元年)9月22日21:10、
強風により、船首の係留索 3 本が破断し、右舷側係留索は船側で外れ、船尾のケッチアンカー2 本を軸
に船首部が北側へ流され、北側に係留していた官船 2 隻に衝突したものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台風 17 号経路図                海難発生位置図 
 

【台風 17 号の概要】 
発生日時 2019(R1)-09-19 00:00:00(UTC)  
消滅日時 2019(R1)-09-23 00:00:00(UTC) 
最低気圧 970hPa 
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最大風速 65knots 
（13）2020 年(令和 2 年) 台風 9 号による海難事例 

① 漂流沈没海難 
        2020 年(令和 2 年)9 月 2 日 01:44、奄美大島西方約 185km の海上において、ニュージーランドネーピ

ア港を出港し、中国唐山港向け航行中の船舶から発信されたと思われる遭難信号を、海上保安庁が受信
した。 
 連絡を実施するも応答がないため、海上保安庁航空機により付近海域を捜索するも手掛かり等がない
ところ、災害派遣要請を受けた海上自衛隊航空機から「人らしきものを発見した」との情報を受け、現
場で捜索中の巡視船が、2 日 22:10、奄美大島曽津高埼北西約 120km 付近海上において、救命胴衣を着用
し手を振る男性 1 名(フィリピン人)を発見し、2 日 23:10 に救助した。 
 救助したフィリピン人男性から聴取したところ、「エンジン 1 基が停止し、保船が困難となり、その
後、横波を受けた船体は右に傾斜し転覆した。転覆の際、船内放送でライフジャケットを着用するよう
指示があり、ライフジャケットを着用し海に飛び込んだ。」との事であった。 
 4 日 14:56、鹿児島県十島村役場小宝島出張所から「小宝島北西方向の海上にオレンジ色のボートが見
える」との 118 番通報を受け、海上保安庁航空機が 15:30、小宝島北北西約 2km の海上において、ライ
フラフト内で救命胴衣を着用したフィリピン人男性を発見し、16:07 巡視船が救助した。  

残り 41 名の乗組員は行方不明。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            海難発生位置図 

 
 
 
 
 

台風 9 号経路図 

 
【台風 9 号の概要】 

発生日時 2020(R2)-08-28 06:00:00(UTC)  
消滅日時 2020(R2)-09-03 06:00:00(UTC) 
最低気圧 935hPa 
最大風速 95knots 

 
 
 
 
 
 
 
 

遭難信号位置 

1 人目発見位置 
2 人目発見位置 
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４ 走錨事例(参考) 
       南九州において走錨に伴う海難は幸いにして過去発生していないが、走錨は発生している。八代海での走

錨の状況を参考に記載する。 
2019 年(令和元年)台風 17 号接近時において、AIS で走錨を確認したセメントタンカー(日本籍、総トン

数 2,400 トン、全長 84ｍ、喫水 3.8m)からの聴取概要である。 
    本船は、2019 年(令和元年)9 月 21 日 1920 に八代港外大築島南西約 4km 付近海域(水深 18m、底質泥)に単

錨泊(9 節のところ 7 節使用)した。 
    同日 2045 走錨を確認(AIS データより)し、この時の本船観測の風は南東から南西 25m/s 以上、最大瞬間

風速は 29m/s、波高は 1.5m から 2m であり、台風の右半円が最接近時であった。 
    周辺には複数の船舶が錨泊していたが、他船と距離を取った錨地の選定、当直の増員、自他船の監視、

機関の併用等により早期に対応し適地に転錨したものである。 
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Ⅲ 台風接近に伴う避泊船舶の状況 
 

１ 台風時の錨泊船状況（参考） 

下図は 2020 年(令和 2 年)台風 10 号に伴う各海域の AIS 搭載船の錨泊船状況である。なお、志布志湾内

での錨泊船は存在しなかった。 

※あくまでも参考であるので避泊地を選定する際には、その他の情報を含め総合的に判断し、船長が適

切な避泊地を選定すること。 

 

2020 年(令和 2 年)9 月 7 日各海域の錨泊船状況 

（台風接近時から台風通過までに最も錨泊船が多かった時点の隻数） 
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